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日時：2006 年 11 月 11 日（土）15：00 〜 18：00
講師：赤坂憲雄氏（東北芸術工科大学教授）・高良勉氏（詩人）
環境と文学のあいだ５　動物論の視座









日時：2009 年 11 月 14 日（土）15：00 〜 18：00
講師：加藤幸子氏（作家）・梨木香歩氏（作家）
環境と文学のあいだ８　交感論








日時：2012 年７月 14 日（土）16：30 〜 18：00
講師：大城立裕氏（作家）・山里勝己氏（琉球大学教授）
装幀◎水橋真奈美（ヒロ工房）
日
本
人
は
、
自
然
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
共
生
し
て
き
た
の
か
。
自
然
環
境
を
日
本
文
学
は
い
か
に
表
象
し
て
き
た
の
か
。
そ
れ
は
花
鳥
風
月
に
極
ま
る
の
か
。
そ
れ
と
も
、
多
様
性
、
多
層
性
に
満
ち
て
い
る
の
か
。
四
季
と
風
景
と
し
て
分
節
さ
れ
、
高
度
に
記
号
化
さ
れ
た
二
次
的
自
然
表
象
の
世
界
。
そ
れ
を
脱
構
築
す
る
野
生
と
他
者
性
の
ま
な
ざ
し
。
自
然
環
境
へ
の
ま
な
ざ
し
の
根
底
に
あ
る
心
性
を
歴
史
的
に
再
照
射
し
、
人
間
中
心
の
自
然
／
環
境
理
解
か
ら
有
機
的
な
相
互
性
の
課
題
へ
と
向
か
う
。
日
本
に
お
け
る
新
た
な
環
境
文
化
論
の
定
立
を
め
ざ
す
試
み
。
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仁
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司
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ィ
ー
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・
ラ
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ィ
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ッ
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照
沼
麻
衣
子
浜
田
雄
介
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村
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子
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城
正
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篠
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進
加
藤
定
彦
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屋
多
詠
子
安
原
眞
琴
小
林　
実
ケ
ヴ
ィ
ン
・
Ｍ
・
ド
ー
ク
藤
井
貴
志
【
座
談
会
】
ハ
ル
オ
・
シ
ラ
ネ
小
峯
和
明
渡
辺
憲
司
野
田
研
一
（
司
会
）
日
本
文
学
と
エ
コ
ク
リ
テ
ィ
シ
ズ
ム
勉
誠
出
版
環
境
と
い
う
視
座
日
本
文
学
と
エ
コ
ク
リ
テ
ィ
シ
ズ
ム
勉誠出版
定価：本体2400円＋税
『環境という視座─日本文学とエコクリティシズム（アジア遊学143）』
（勉誠出版、2011 年７月刊）。2010 年１月に開催された国際シンポ
ジウム「エコクリティシズムと日本文学研究─自然環境と都市」（立
教大学大学院文学研究科日本文学専攻主催）の記録。表紙デザインに
注目していただきたい。花札（花鳥風月）のフレームからの逸脱が意
匠化されている（装幀：水橋真奈美〈ヒロ工房〉）。
